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３．合併当事会社の概要 
 存続会社 消滅会社 
（１）商号 鹿島興亜電工株式会社 日本電子応用株式会社 
（２）所在地 石川県鹿島郡中能登町武部 

は部 11 番地 
富山県砺波市矢木 137 番地 

（３）代表者の役職･氏名 代表取締役社長 野向 一範 代表取締役社長 野向 一範 
（４）事業内容 厚膜抵抗ネットワーク/高圧用

厚膜抵抗器/金属皮膜固定抵抗

器の設計･開発及び製造/電流検

出用チップ抵抗器の製造 

厚膜印刷基板の製造/ハイブリッ

ド IC の製造 

（５）資本金 300 百万円 50 百万円 
（６）設立年月日 昭和 59 年 10 月 15 日 昭和 59 年５月 26 日 
（７）発行済株式数 6,000 株 1,000 株 
（８）株主及び持株比率 当社 100％ 当社 100％ 
（９）決算期 ３月 31 日 ３月 31 日 

 
４．合併後の状況（平成 30 年４月１日予定） 

（１）商号 鹿島興亜電工株式会社 
（２）所在地 石川県鹿島郡中能登町武部は部 11 番地 
（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 野向 一範 
（４）事業内容 厚膜抵抗ネットワーク/高圧用厚膜抵抗器/金属皮膜固定抵抗器の

設計･開発及び製造/電流検出用チップ抵抗器の製造/厚膜印刷基

板の製造/ハイブリッド IC の製造 
（５）資本金 300 百万円 
（６）決算期 ３月 31 日 
（７）株主及び持株比率 当社 100％ 

 
５．今後の見通し 

本合併は、当社の 100％子会社間の合併であるため、業績に与える影響は軽微であります。 
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